
Ⅰ．はじめに

看護学における臨地実習は専門職として必要な
対象者へのケアやコミュニケーションを通して、
社会人として必要な対人関係から社会的マナーに
至る様々なことを体験学習する機会の場である

（厚生労働省；2019、原；1993、真壁ら；1999、
明石；1997）。一方、演習授業の到達点としては
単なる看護者のスキルの修得ではなく、対象者の
病態像や心理状態のみならず生活背景や生活歴
等、対象者をまるごと理解した対応が実施できる
ことが望まれる。そのため具体的な教育方法とし
てロールプレイング演習、事例設定演習、模擬患
者技術演習で患者役割・看護師役割を演じること
で得られた患者の気持ちが理解でき援助技術の留
意点に気づくことができるとする研究など、さま
ざまな演習方法の分析（浅川、2011）が報告され

ている。
さて、世界中で大流行する COVID-19によりそ

の感染対策から、A 大学在宅看護領域実習（₄年
次生）は学内演習に代替された。直接的コミュニ
ケーションが必要とされる在宅看護方法論（₃年
次生）は遠隔授業から学内授業に切り替えられた
のは2020年₆月からであった。今回、₄年次生の
在宅看護実習受講生と₃年次生の在宅看護方法論
受講生に対し交流授業を実施した。

交流授業は初等・中等教育においてよく実施さ
れ報告も行われている。一方、看護教育では前田
ら（2014）の初年次教育の基礎ゼミに異学年交流
授業を取り入れた報告はあるものの看護の専門科
目における異学年交流に関する研究はみあたらな
い。本研究は在宅看護方法論授業における₄年次
生と₃年次生の異学年交流授業を実施し、その教
育的効果について検討することである。
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要旨
本研究の目的は、A 大学在宅看護授業において、技術演習とロールプレイを

通して実施した異学年交流授業の教育効果を検討することである。2020年₇月に
COVID-19対策のために臨地実習が学内演習に切り変わった在宅看護実習生（₄
年次生）13名と在宅看護方法論を受講する₃年次生61名を対象に異学年交流授業
を実施した。授業後の振り返りの「異学年交流は効果があったか」の問に「非常
にあり」と回答した₄年次生の評定平均値は3.5点、₃年次生は3.6点で0.1ポイン
ト₃年次生が₄年次生より高かった。また、記述内容から₃年次生は【実習経験
からのアドバイス】、【知識・理解を深める】、【教育環境の充実】、【実習への拡大】、

【看護観】を、₄年次生は【楽しい】、【自己成長の確認】、【回想】、【学び力を高める】
のカテゴリが抽出され、今回の異学年交流授業の試みは、コロナ禍において一定
の教育効果が得られたといえる。
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Table1　授業展開と内容

Ｆｉｇ．1　異学年交流授業の全体像

用語の説明と定義
COVID-19：新型コロナウイルス感染症
異学年交流授業：学年が異なる学生に対し、
合同で実施される授業で、学生間においては
支援場面や交流機会がある。

Ⅱ．研究目的

在宅看護方法論（₃年次生）の授業に₄年次生
が参加する異学年交流授業を実施し、その教育効
果を検討する。

Ⅲ．研究方法

₁．₄年次生の学内における在宅看護実習
概要　₄年次生13名の在宅看護実習生は₃～

₄名ずつのグループ編成になって、Table1の課
題に取り組んだ。アネロイドによる血圧測定は学
生一人ずつ在宅看護担当教員₂名と非常勤講師₂
名の計₄名で技術評価を行った（100分）。事例に
関するロールプレイはグループごとに演習と発表
を行い教員₄名がコメントした（100分×₂）。₃
年次生との交流授業の前に₄年次生の演習は終了
していた。
期間　2020年₆月29日～ ₇月10日

₂．₃年次生の在宅看護方法論Ⅰ
概要　Fig.1に示す。在宅看護方法論Ⅰ受講生

61名を₃～₄名ずつのグループ編成にし、₂つの
教室を使い密集・密着・密閉対策を行い、マスク
の着用、換気する等の感染対策を実施し Table1
の課題に取り組んだ。₁グループに₄年次生が₁
名入り、わからないことへの対応とアドバイスを
する、とした。人数が足りないグループには教員
が参加した。アネロイドによる血圧測定は₄年次
生が技術チェックリストに従いグループの₃年次
生の技術を確認した（₁回目：100分×₂）。事例
に関するロールプレイは演習発表を最後の時間に
とり、教員がコメントを行った（₂回目：100分
×₃）。
期間　2020年₆月30日、₇月₇日
 

₃．演習における指導項目
演習課題のポイントとなる項目は次の通りであ

る。
1アネロイド血圧計による血圧測定（Table2）
「身だしなみ」、「使用物品の準備」に感染予防

のためのマスク装着と物品をアルコールで消毒を
追加、「使用物品の点検・確認」、「インフォーム
ドコンセント」、「測定部位の動脈の確認」、「マン
シェットの巻き方」、「送気球の扱い方」、「血圧測
定」、「後片付けと記録」に物品をアルコールで消
毒する内容を追加し、₉中項目、20小項目で確認
した。
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Table2　アネロイド血圧測定の評価視点

Table3　食事指導のロールプレイ評価視点  ₄～₁点

2事例（食事指導）のロールプレイ（Table3）
「ユニフォームの着こなし」、「対象の病態の理

解」、「対象の残存機能の理解」、「対象の情報アセ
スメント」、「家庭における感染予防の理解」、「食
事指導の必要性の理解」、「対象にあった食事指導
になっているか」、「食事指導の方法・内容の適切
さ」、「対象と家族にあった計画になっているか」、

「関心・意欲・態度」の10項目について₄年次生
と₃年次生は自己評価を実施した。
₄．交流授業の振り返り調査票

振り返り調査票は臨地実習の評価や看護技術

評価に関連した先行研究（原；1993、真壁ら；
1999、浅川；2011、小林ら；2000）を参考に自作
の質問紙を作成した。「演習の技術指導」、「説明
の仕方」、「あなたの関心・意欲」、「あなたの受講
態度」、「異学年交流は効果があったか」の₅項目
を₁～₄の₄件法で「非常に高・よい」₄点、「そ
うでない」₁点の配点とした。演習でよかったこ
とについては自由記載とした。
₅．データ分析方法

択一式質問（₅項目₄件法）の回答については
得点数の評定平均値を比較した。自由記載につい
ては記述内容を「コード」化し内容の類似性に基
づき体系化し、「コード」化したものから類似性
から＜サブカテゴリ＞し、さらに高次概念で【カ
テゴリ】化した。一致するまで研究者間で検討し
た。
₆．倫理的配慮

学生には研究の目的、個人情報の保護、研究参
加の任意性および参加の有無は成績とは無関係で
あること、協力しないことによる不利益がないこ
とを書面と口頭で説明し回答をもって同意とし
た。なお、所属大学の研究倫理審査委員会の承認

（第20－07号）を得て実施した。

Ⅳ．結果

回 収 し た 調 査 票 は₃年 次 生61名 分（ 回 収 率
100％）、₄年次生13名分（回収率100％）だった。
₁．択一式質問（₅項目）結果

学年別の評定平均値結果を Fig.2に示す。₄年
次生は「あなたの演習の技術指導」、「あなたの説
明のし方は」は、それぞれ3.2/4点、3.5/4点だっ
た。一方、₃年次生は₄年次生に対する「演習の
技術指導」、「説明の仕方の適切さ」について、そ
れぞれ3.6/4点、3.6/4点と₄年次生の自己評価得
点よりは高かった。「異学年交流は効果があった
か」に₄年次生は3.5/4点、₃年次生は3.6/4点で、
₄年次生より0.1ポイント高かった。 
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Table4　₃年次生：異学年交流でよかったことの記述内容の分類結果

Table5　₄年次生：異学年交流でよかったことの記述内容の分類結果
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₂．記述内容の分類結果
1₃年次生の記述内容の分類結果を Table4に示
す。【実習経験からのアドバイス】、【知識・理解
を深める】、【教育環境の充実】、【実習への拡大】、

【看護観】の₅つのカテゴリが抽出された。
【実習経験からのアドバイス】のカテゴリは＜

実践からのアドバイス＞、＜身近な存在＞の₂サ
ブカテゴリから構成された。「自分たちに近い年
齢で知識量の多い先輩からの意見は、身近な存在
だからこそわかる気がした」、「先輩から直接アド
バイスをもらえたのが、自分の中に入ってきやす
かった」、「自分たちにはない視点からのアドバイ
スをもらうことができた」などのコードより生成
された。
【知識・理解を深める】のカテゴリは＜ロール

プレイによる実践感＞、＜知識を膨らませる＞、
＜他者の意見から自身を高める＞などの₄サブカ
テゴリから構成された。これらは「実際に体験し
たことを踏まえながら教えて頂いたのでわかりや
すかった」、「自分に足りなかった部分を他のグ
ループの意見から聞けて良かった」などのコード
より生成された。
【教育環境の充実】のカテゴリは＜教育環境の

良好さ＞の一つのサブカテゴリから構成された。
また、「₄年次生が優しくアドバイスをしてくれ
て、戸惑うことなく演習が行えたのが良かった」
などのコードより生成された。
【実習への拡大】のカテゴリは＜実習の話題＞

の一つのサブカテゴリから構成された。また、「₄
年次生のアドバイスや指導を聞くことのよって、

実習に活かすことができそうだった」などのコー
ドより生成された。
【看護観】のカテゴリは＜看護観に触れる＞の

一つのサブカテゴリから構成された。また、「₄
年次生の看護観に触れることができ新たな学びが
あった」のコードより生成された。
2₄年次生の記述内容の分類結果を Table5に示
す。【楽しい】、【自己成長の確認】、【回想】、【学
び力を高める】の₄つのカテゴリが抽出された。
【楽しい】のカテゴリは＜交流・楽しい＞の一

つのサブカテゴリから構成された。また、「単純
に交流する機会があまりないので、関わることが
とても楽しかった」のコードより生成された。
【自己成長の確認】のカテゴリは＜経験値の伝

達＞、＜自身の成長を実感＞の₂つのサブカテゴ
リから構成された。また、「教えるということは
自分もわかっていないといけないため、知識の再
確認のきっかけになった」、「₃年次生と₄年次生
の違いを見て、自分たちが実習を学べてきている
実感がわいた」などのコードより生成された。
【回想】のカテゴリは＜₃年次を思い出す＞の

一つのサブカテゴリから構成された。また、「₃
年次生と交流することができ、当時の緊張感や
不安だったことを思い出し良い刺激になった」の
コードより生成された。
【学び力を高める】のカテゴリは＜₃年生から

の学び＞、＜他者からの学び＞の₂サブカテゴリ
から構成された。また、「自分たちでは思いつか
なかった援助指導について学ぶことができた」、

「様々な角度から技術を見て意見交換できた」な
どのコードより生成された。

Ⅴ．考察

A 大学では通常であれば₄年次生の前期は、臨
床実習で大学内にはいない状況である。図らずも
COVID-19対策のために、実習が学内演習に切り
替えられ、今回、特別の状況ゆえの交流授業の実
現であった。

Ｆｉｇ．2　交流授業の自己評価
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自己評価から
択一式質問において、₃年次生は₄年次生に比

し、すべての項目において高かった。「演習の技
術指導」、「説明の仕方の適切さ」、「異学年交流は
効果があったか」について、よかったと受け止め
ていた。一方、₄年次生の「あなたの演習の技術
指導」の自己評価は（非常に良い：₄点、38.5％）
で受け手である₃年次生より23.8ポイント低かっ
た。臨地実習を半年前の₃年次に体験して臨床現
場を知っており、学生自身はまだ納得した評価に
なってなかったのではないだろうか。

堀ら（2002）は実習の場で学生は、看護する喜
びや難しさを知り、自己の新たな発見を実感した
りすることを述べている。臨地実習を体験した₄
年次生は自身ができていること、できていないこ
とを深く自覚しているものと考える。

また、₃年次生からは交流授業は効果があった
とする回答において、「非常によい（₄点）」とす
るものは72.1％と多かった。これから始まる臨地
実習に対する不安に、₄年次生がさまざまなメッ
セージで対応してくれたこと、また、この時期は
遠隔授業から対面授業に移行して₁ヶ月程度で、
授業後に友人達とおしゃべりする様子等から、コ
ミュニケーションをとることについて学生たちは
渇望していたようにも推察される。
自由記載
₃年次生の立場から

₃年次生の記述から＜ロールプレイによる実践
感＞やロールプレイからの学びがあったことを述
べており、これは₄年次生からも同様にあがって
きている。一般にロールプレイの限界として川嶋
ら（2005）は単一学年演習であることからリアリ
ティの欠如を挙げている。しかし、今回は、臨地
実習を半年前の₃年次後期に体験している₄年次
生がそばにいることによって、【実習経験からの
アドバイス】、【知識・理解を深める】、【教育環境
の充実】がよかったこととして抽出されている。
そして、経験知に富んだ知識・対応におけるマナー
にも言及したアドバイスがあり、この限界はクリ

アできたと考える。
特に₃年次生は臨地実習の経験のある₄年次生

からアドバイスがもらえたこと、実習のことや就
職のこと、さらには看護観についても触れること
ができ、信頼できる現実性のある情報を₄年次生
から得たいと考えていたように伺える。また、₃
年次生は実習に対する不安が強く、不安だという
ことを表出している。それに対し₄年次生は₁年
前には同じ気持ちであり、実習体験によってそれ
は緩和されるものであることなども交流によって
伝えている。

例えばアネロイド式血圧測定は、単なる技術だ
けがポンとあるのではなくその周辺にはコミュニ
ケーションやケアが存在する。₃年次生は間もな
く臨地実習が始まるという状況であったため、4
年次生からの助言は伝わりやすかったと推察され
る。
₄年次生の立場から

さて、看護実習ガイドライン（2020年）では、
専門科目としての看護の知識・技術・態度を統合、
深化し、検証することを通して、実践へ適応する
能力を修得する授業が看護学実習である、とされ
ている。₄年次生は₃年次生に教える体験によっ
て【楽しい】という内的変化と₃年次の時を【回想】
し、自分が成長していることを確認し、【自己成
長の確認】、【学び力を高める】が抽出されている。　

₃年次生と₄年次生の交流授業は先輩後輩関係
からの緊張感がある一方、臨床現場のプリセプ
ターシップのような看護の理解を深化させる支援
とフォローする関係性があった。方法論の演習と
しては効果があったと考える。
本研究の意義と限界

本研究にはいくつかの限界がある。調査対象と
なった₄年次生の母数は少なく₄年次生を捉える
にはやや課題がある。また、₄年次生の人数が足
りないため、₃年次生のグループに教員が対応し
たグループがあった。授業最後に、臨地実習に向
けたアドバイスを₄年次生が発表して授業を終了
したが、「実習のことを聞けて良かった」という
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声が複数あがった。COVID-19状況下で大学内へ
の入構が段階的に解禁されていたため、直接的コ
ミュニケーションがなかなか取り難い環境であっ
たことも異学年交流授業の評価を押し上げている
と考える。

Ⅵ . 結論

異学年交流授業後の択一式質問での₃年次生、
₄年次生は異学年交流授業の効果はあるかの問い
に3.6/4点、3.5/4点だった。自由記載における質
的分析の結果では、交流授業でよかったことに
関して₃年次生からは【実習経験からのアドバイ
ス】、【知識・理解を深める】、【教育環境の充実】、

【実習への拡大】、【看護観】、4年次生からは【楽
しい】、【自己成長の確認】、【回想】、【学び力を高
める】のカテゴリが抽出された。
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